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は
じ
め
に
、
飯
准
教
授

が
、
全
国
で
５
万
人
以
上
が

裁
判
員
（
補
充
裁
判
員
を
含

む
）
を
経
験
し
、
年
間
約
１

５
０
０
人
の
被
告
に
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
て
い
る
、
と
実

施
状
況
を
説
明
。
「
表
面
上

は
円
滑
に
進
ん
で
い
る
が
、

実
質
は
ど
う
な
の
か
。
当
事

者
の
声
を
聞
き
、
イ
ン
パ
ク

ト
（
影
響
）
と
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
（
潜
在
的
可
能
性
）
を
探

り
た
い
」
と
趣
旨
を
述
べ
た
。

「
被
告
の
境
遇
を
知
り
、

地
域
の
青
少
年
と
関
わ
る
活

動
を
始
め
た
」
「
子
ど
も
の

ト
ラ
ブ
ル
で
も
背
景
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
裁
判

員
裁
判
を
傍
聴
し
、
裁
判
員

経
験
者
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
き
た
飯
准
教
授
は
、

２
人
の
例
を
紹
介
。
「
裁
判

員
を
経
験
し
社
会
や
地
域
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
話
す
人
が
多
い
。
単
に
市

民
が
刑
事
裁
判
の
判
断
に
関

わ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

意
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
て

い
る
」
と
裁
判
員
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
を
語
っ
た
。

裁
判
所
の
世
論
調
査
で
は

「
裁
判
員
を
や
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
回
答
は
年
々
減

り
、
裁
判
員
候
補
に
選
ば
れ

て
も
手
続
き
に
出
頭
し
な
い

人
が
増
加
。
参
加
意
欲
は
低

せ
い
さ
ん

下
傾
向
に
あ
り
、
凄
惨
な
証

拠
写
真
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
�
心
理
的
な
負
担
�
に

も
注
目
が
集
ま
る
。

飯
准
教
授
は
「
守
秘
義
務

の
誤
解
も
あ
り
（
事
件
の
あ

ら
ま
し
や
評
議
の
雰
囲
気
は

話
し
て
よ
い
）
、
社
会
に
浸

透
す
る
前
に
裁
判
員
制
度
が

廃
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
」
と
指
摘
。
裁
判
員
に
対

す
る
事
前
・
事
後
の
ケ
ア
の

充
実
、
裁
判
員
を
務
め
や
す

く
す
る
環
境
の
整
備
、
裁
判

員
経
験
者
の
体
験
を
共
有
す

る
取
り
組
み
を
提
言
し
た
。

続
い
て
、
裁
判
員
の
参
加

に
よ
っ
て
様
変
わ
り
し
た
法

廷
の
模
様
を
山
本
衛
弁
護
士

が
報
告
。
「
証
人
尋
問
や
当

事
者
の
や
り
取
り
が
重
要
に

な
り
、
緊
張
感
あ
る
審
理
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
語
っ
た
。

裁
判
員
経
験
者
の
交
流
組

織L
a
y

J
u
d
g
e

C
o
m
m
u
n

i
t
y

C
l
u
b

（L
J
C
C

）
で
活

動
を
続
け
る
田
中
洋
氏
は
、

保
険
金
殺
人
事
件
を
担
当
し

た
経
験
を
語
っ
た
。
年
齢
も

生
活
環
境
も
考
え
方
も
バ
ラ

バ
ラ
な
裁
判
員
が
評
議
で
量

刑
を
詰
め
る
過
程
は
「
こ
れ

ぞ
民
主
主
義
と
い
え
る
ほ

ど
、
互
い
に
信
頼
し
徹
底
的

に
議
論
し
た
」
。
た
ど
り
着

い
た
量
刑
に
、
今
も
迷
い
は

な
い
と
言
い
切
る
。

後
半
の
パ
ネ
ル
討
論
に
は

３０
～
７０
代
の
裁
判
員
経
験
者

４
人
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。
最

年
少
の
佐
野
和
也
さ
ん
は
専

大
職
員
。
１２
年
に
通
貨
偽
造

・
行
使
事
件
を
担
当
し
た
。

「
繁
忙
期
で
仕
事
と
の
兼
ね

合
い
に
苦
心
し
た
」
と
言
う

と
お
り
、
統
計
で
は
裁
判
員

経
験
者
の
８
割
が
有
職
者
。

「
合
間
に
会
社
に
電
話
で
き

た
」
「
比
較
的
柔
軟
に
辞
退

が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
な
ど

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
参
考
に
な

る
情
報
が
披
露
さ
れ
た
。

◇

裁
判
員
経
験
者
や
弁
護
士

と
自
由
に
語
る
「
裁
判
員
ラ

ウ
ン
ジ
」
を
１２
月
か
ら
３
カ

月
に
１
回
、
神
田
５
号
館
で

開
催
す
る
（
無
料
）
。
第
２

土
曜
日
１４
時
開
始
で
、
次
回

は
来
年
３
月
１４
日
の
予
定
。

２
０
０
９
年
に
裁
判
員

制
度
が
導
入
さ
れ
て
５

年
、
そ
の
成
果
と
課
題
を

検
証
す
る
法
学
部
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
裁
判
員

裁
判
の
イ
ン
パ
ク
ト
―
実

施
５
年
後
の
現
状
と
今
後

の
あ
り
方
―
」
が
１１
月
３

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
裁
判
員
裁
判

を
研
究
す
る
飯
考
行
法
学

部
准
教
授（
法
社
会
学
）、

裁
判
員
裁
判
を
担
当
す
る

弁
護
士
、
裁
判
員
経
験
者

ら
が
裁
判
員
裁
判
を
解

説
。
裁
判
員
を
身
近
に
感

じ
さ
せ
る
内
容
で
、
学
生

を
含
め
１
０
０
人
の
参
加

者
が
認
識
を
新
た
に
し
た
。

◆
裁
判
員

選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
毎
年

く
じ
で
候
補
者
を
選
出
。
事
件
ご
と
に
く
じ
で

原
則
６
人
の
裁
判
員
が
選
ば
れ
、
原
則
３
人
の

裁
判
官
と
共
に
地
方
裁
判
所
の
刑
事
事
件
を
担

当
す
る
。
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
で
あ
れ
ば
罪

名
や
量
刑
を
評
議
し
て
決
め
る
。

２
０
１
４
年
の
公
認
会
計

士
試
験
合
格
者
が
１１
月
１４

日
、
金
融
庁
の
公
認
会
計
士

・
監
査
審
査
会
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
本
学
か
ら
は
在
学
生

４
人
、
卒
業
生
８
人
の
計
１２

人
が
合
格
し
た
（
１２
月
３
日

現
在
判
明
分
）。

※
合
格
者
の
詳
報
は
次
号
の

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
に
掲
載

し
ま
す
。

ま
た
、
合
格
者
の
情
報
を

お
持
ち
の
方
は
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
（
生
田

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

６
８
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

公
認
会
計
士
の

役
割
と
将
来

公
開
講
演
会

会
計
学
界
に
お
け
る
第
一

人
者
を
講
師
に
招
い
て
年
２

回
開
催
さ
れ
る
会
計
学
研
究

所
（
瓶
子
長
幸
所
長
）
主
催

の
公
開
講
演
会
が
、
１１
月
４

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
教
授
・
企

業
会
計
審
議
会
臨
時
委
員
・

元
日
本
公
認
会
計
士
協
会
副

会
長
の
小
宮
山
賢
氏
が
１
８

５
人
の
学
生
、
院
生
、
教
員

を
前
に
「
公
認
会
計
士
の
役

割
と
将
来
」
と
題
し
て
講
演

し
た
∥
写
真
。

小
宮
山
教
授
は
、
３０
年
以

上
に
わ
た
り
公
認
会
計
士
と

し
て
監
査
に
携
わ
っ
た
経
験

を
も
と
に
、
ま
ず
公
認
会
計

士
の
主
た
る
役
割
で
あ
る
監

査
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
あ

ま
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
具
体
例
も
交
え
な
が

ら
説
明
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
税
務
・
経
営
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
大
学

・
大
学
院
な
ど
の
教
育
機
関

に
お
け
る
貢
献
と
い
っ
た
公

認
会
計
士
の
監
査
以
外
の
業

務
に
も
言
及
し
、
そ
の
担
い

手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

最
後
に
、
継
続
的
な
監
査

品
質
の
向
上
、
継
続
的
な
専

門
家
と
し
て
の
資
質
の
向

上
、
企
業
等
の
組
織
で
活
動

し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
組
織
内

会
計
士
の
協
議
会
の
設
置
、

さ
ら
に
は
多
様
な
保
証
水
準

の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
な
ど
公
認
会
計
士
業

界
の
将
来
の
課
題
を
挙
げ
な

が
ら
、
将
来
に
お
い
て
も
公

認
会
計
士
が
極
め
て
重
要
な

職
業
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
、
講
演
を
終
了
し
た
。

（
柳
裕
治
商
学
部
教
授
）

租
税
法
講
演
会

「
税
を
考
え
る
週
間
」（
１１

月
１１
～
１７
日
）
に
合
わ
せ
、

１７
日
に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
税
の
役
割
と
税
務
行
政
の

現
状
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

法
学
部
専
門
科
目
「
租
税

法
Ⅱ
」
の
授
業
内
に
お
い

て
、
東
京
国
税
局
調
査
第
四

部
長
の
猪
狩
稔
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
た
∥
写
真
。「
税

の
役
割
」「
適
正
・
公
平
な
税

務
行
政
の
推
進
」
「
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
つ
い

て
猪
狩
氏
が
丁
寧
に
解
説
し

た
。
講
演
は
税
を
テ
ー
マ
に

し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
内
容

を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
も

の
で
、
実
務
に
即
し
た
具
体

的
な
説
明
も
多
く
、
租
税
法

を
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
に

と
っ
て
、
税
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
る
機
会
と
な
っ
た
。

最
終
講
義
の
ご
案
内

〈
１２
月
１２
日
現
在
〉

学
部
学
科
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
卒
業
生
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
新
井
勝
紘
文
学
部
教
授

・
１
月
２４
日
（
土
）
１４
時
～

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
０
１

教
室

・
テ
ー
マ
∥
「
歴
史
研
究
自

分
史
・
資
史
料
探
索
の
成
否

は
何
が
決
め
手
か
―
『
五
日

市
憲
法
』
を
ス
タ
ー
ト
に
複

数
の
幸
運
な
出
会
い
―
」

法
学
研
究
所

学
生
と
市
民

の
た
め
の
公
開
講
座
「
法
律

学
と
政
治
学
の
最
前
線
」

第
２
回
「
日
本
警
察
の
今
昔

―
身
の
上
相
談
か
ら
監
視
カ

メ
ラ
ま
で
―
」

▽
日
時
∥
１２
月
２０
日
（
土
）

１４
時
～
▽
パ
ネ
リ
ス
ト
∥
白

藤
博
行
法
学
部
教
授
／
宮
地

忠
彦
法
学
部
准
教
授

第
３
回
「
古
典
か
ら
学
ぶ
法

制
史
―
『
聖
書
』
と
『
論
語
』

―
」

▽
日
時
∥
１
月
１０
日
（
土
）

１４
時
～
▽
パ
ネ
リ
ス
ト
∥
小

川
浩
三
法
学
部
教
授
／
鈴
木

秀
光
法
学
部
准
教
授

※
第
１
回
講
座
は
１１
月
２９
日

に
終
了
。
両
回
と
も
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
で
開

催
。
参
加
無
料
、
申
し
込
み

不
要
。


法
学
研
究
所E- m

a
i
l
:

h
o
u
k
e
n
@
i
s
c
.
s
e
n
s
h
u-

u
.
a
c
.
j
p

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

モ
ニ
タ
ー
募
集

年
に
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
∥
本
学
学
生
・

大
学
院
生
（
５０
人
）
、
卒
業

生
（
３０
人
）
、
在
学
生
の
ご

父
母
・
保
護
者
（
２０
人
）

▽
募
集
期
間
∥
１２
月
１５
日

（
月
）
～
２
０
１
５
年
１
月

１４
日
（
水
）

▽
応
募
方
法
∥
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
応
募
要
領
を
ご
覧
の
上

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
事
務
局

（
広
報
課E- m

a
i
l
:
h
p
c
o

m
m
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
- u
.
a

c
.
j
p

）
ま
で
。

「
橘
由
之
日
記
」
の
研
究

矢
澤
曻
治
編
著

良
寛
の
実
弟
で
江
戸
後
期

の
文
人
・
橘
由
之
が
記
し
た

旅
日
記
に
注
を
付
け
、
渡
辺

秀
英
氏
が
１
９
６
１
年
に
私

家
本
と
し
て
刊
行
し
た
「
橘

由
之
日
記
」
。
新
潟
県
出
身

の
編
著
者
が
偶
然
入
手
し
た

同
書
を
活
字
化
し
よ
う
と
、

良
寛
を
敬
慕
し
て
い
た
亡
き

実
兄
を
偲
び
な
が
ら
本
書
を

執
筆
し
た
。

旅
日
記
は
文
政
３
（
１
８

２
０
）
年
の
越
前
（
現
福
井

県
）
か
ら
出
雲
崎
（
現
新
潟

県
出
雲
崎
町
）
へ
の
帰
郷
旅

行
、同
４
年
の
東
北
旅
行
、同

５
年
の
秋
田
の
歌
会
ま
で
、

３
年
間
の
旅
の
様
子
が
書
か

れ
て
い
る
。
各
所
で
詠
ま
れ

た
和
歌
が
当
時
の
情
景
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
本
書
に
は

全
文
が
１
５
６
�
に
わ
た
っ

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
記
に
書
か
れ
た

こ
と
ば
を
解
説
す
る
「
日
記

の
事
項
解
説
」
、
橘
由
之
の

人
物
像
を
探
る
「
橘
由
之
と

良
寛
禅
師
」
の
論
説
に
加

え
、
巻
末
に
は
橘
由
之
関
係

年
譜
や
日
記
行
程
譜
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。（
専
大
出
版
局

・
本
体
３
６
０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
や
ざ
わ
・
し
ょ

う
じ
）
法
科
大
学
院
教
授
。

主
な
担
当
は
「
国
際
民
事
紛

争
解
決
」。

地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
核
心

石
川
和
男
、
石
原
慎
士
、
佐

々
木
茂
編
著

近
年
、
地
域
産
業
の
衰
退

に
よ
っ
て
人
口
が
都
市
部
に

集
中
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
人
口
減
少
時
代
に
突
入

し
、
自
治
体
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
地
域
も
存
在
し

て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
を
客
観
的

な
視
点
で
見
つ
め
直
し
て
み

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

育
ま
れ
た
唯
一
無
二
の
資
源

が
遍
在
し
て
い
る
。
本
書
で

は
、
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る

概
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
活
性

化
策
や
人
々
に
支
持
さ
れ
続

け
る
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

編
著
者
は
、
佐
々
木
茂（
高

崎
経
済
大
学
教
授
）
、
石
川

和
男
（
専
修
大
学
商
学
部
教

授
∥
商
学
基
礎
）
、
石
原
慎

士
（
石
巻
専
修
大
学
経
営
学

部
教
授
∥
地
域
経
営
論
）
だ

が
、
多
様
な
分
野
か
ら
多
角

的
に
議
論
し
て
い
く
必
要
性

に
鑑
み
、
法
学
、地
域
政
策
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
自

然
科
学
の
研
究
者
も
執
筆
に

加
わ
っ
て
い
る
。
石
巻
専
大

の
三
森
敏
正
経
営
学
部
教
授

と
鈴
木
英
勝
理
工
学
部
准
教

授
が
執
筆
分
担
者
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。
（
同
友
館
・

本
体
２
４
０
０
円
＋
税
）

裁判員裁判のインパクト

公
開
講
座
情
報



経
験
者
ら
の
声
を
聞
く


▲ 調査結果を報告した飯准教授

導入から５年導入から５年

裁
判
員
体
験
の
共
有
が
必
要

飯
准
教
授

法学部主催
シンポジウム

▲ 多くの参加者が熱心に聴講した

１２
人
が
合
格

公
認
会
計
士

（２）２０１４年（平成２６年）１２月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５３１号


